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l 「学びの主体的な調整」のイメージがなかなか通じにくい
社会と共有する必要があるのでは？

少し実践例を紹介： 
1. 秋澤武志先⽣（元東京⼤学特任研究員，現神奈川県⽴⾼校の数学教員）の

2024 年教育⼼理学会での発表から（⼀部抜粋）



  全体のスライドはこちら：QR コード 
https://www.dropbox.com/scl/fi/o3vwgt4m070qk6vq31vpi/.pdf?rlkey=p33v7grh
m30mstu1yi63isyg5&dl=0 

 
   

2. この他に，⼩学校，中学校の例も 
⾃⼰調整学習研究会オープンセミナーより 

https://www.dropbox.com/scl/fo/rk5ne09ifep1i3x5vlib3/AFVix9RmCetdG-
1w7pCZuOw?rlkey=6hig23h4uxh7ins637wnqhr0j&dl=0 

 
   理論的な背景（http://bit.ly/3IbE8Aq） 
    -⼩学校の事例 （http://bit.ly/3GhPkuX） 
      -中学校の事例  （http://bit.ly/46mdvCY） 
   

Youtube 動画： https://youtu.be/Vt1jBty-WNw 
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